
土質ボーリング柱状図(標準貫入試験)

調査名 興隆寺 第１号　興隆寺農家レストラン測量・地質調査・設計業務

事業名または工事名

調査目的及び調査対象 建築 構造物基礎

ボーリング名 Br.NO.1 調査位置 淡路市興隆寺 地内

発 注 機 関 調査期間
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第11020号 第11020号

カノーKR-100H-2
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地質調査技士
登録番号

地質調査技士
登録番号

地質調査技士
登録番号

地質調査技士
登録番号

含水中位

真砂土系土砂の盛土

φ5㎜～10㎜程度の礫混じる

全体にゆるく、一様な状態

含水中位
粗砂まばらに混入

谷底堆積土
含水中位、GL-5.9m以深、含水大
中・細砂主体
細礫・粗砂まばらに混入
所々シルト分含む

GL-7.5m付近、φ50㎜程度の亜円
礫混入

含水中位～大、微細砂分多く含む
φ5㎜程度の礫まばらに混入

等粒状組織は見られるが、鉱物粒
子は風化作用を受けている

粒子径は、φ5㎜～30㎜

おおむね一様に風化しているお
り、深くなるほどほぼ硬くなる
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土質ボーリング柱状図(標準貫入試験)

調査名 興隆寺 第１号　興隆寺農家レストラン測量・地質調査・設計業務

事業名または工事名

調査目的及び調査対象 建築 構造物基礎

ボーリング名 Br.NO.2 調査位置 淡路市興隆寺 地内

発 注 機 関 調査期間
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東 経
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地質調査技士
登録番号

地質調査技士
登録番号

地質調査技士
登録番号

含水中位
真砂土系土砂の盛土
GL-1.0mまで非常にゆるい状態(コ
アー圧縮される)
φ5㎜～10㎜程度の礫混じる

GL-1.5m～GL-1.9m、黒褐色のシ
ルト分主体

全体にゆるい地盤状態
谷底堆積土、GL-2.5m～
GL-2.55m、炭化した植物片
含水中位～やや大
中・細砂主体
細礫・粗砂まばらに混入

含水中位
微細砂含む

GL-4.9m付近、粗砂層挟む

等粒状組織は見られるが、鉱物粒
子は風化作用を受けている
粒子径は、φ5㎜～30㎜

おおむね一様に風化していおり、
深くなるほどほぼ硬くなる

所々硬く、円状・片状コアとなる

GL-7.7m以深、ダイヤモンドビット
使用
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